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Ⅰ.表題をめぐって 超自然な要素との関わりについて
(１)
Elizabeth Gaskell の短編小説 “The Crooked Branch”（｢曲った枝｣）は，
Charles Dickens の編集・執筆する週刊雑誌 All the Year Round（『一年中』）
の1859年のクリスマス特別号のために書かれたものである。この年のクリス
マス特別号は The Haunted House（『幽霊屋敷』）と名付けられた一冊の「連
続物語集｣1 として，12月13日付で出版された。Gaskell の作品はこのThe
Haunted House の７番目の物語として収められている。その際 Dickens に
よって，編集上他作品とのバランスをとるために「幾らか切り詰められ」
(Rawland, “Editorial Note”)，６番目の物語との幕間としてはじめに短いコ
メントが付けられ，表題も “The Ghost in the Garden Room”（｢庭に面した
部屋の幽霊｣）が与えられた。その後1860年に，Gaskell はこの作品を自分
の短編集 Right at Last and Other Tales（『｢遂に申し分
ぶん
なく」と他の物語集』）
の中に再録する時，長さを元に戻し，表題も “The Crooked Branch” に変更
した。
“The Crooked Branch” は，実直な農夫の夫婦とその破廉恥で悪行を繰り
返す一人息子の物語である。この息子は長い間行方不明になっていたあげく，
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最後に強盗の手引きをして両親の家に押し入るのである。これは作中で，母
親がそうなるよう願っていたところの
聖書の中にある，放蕩息子についての美しい話，彼は一時は豚の餌を食べなけ
ればならない程だったが，最後は父親の家で安楽に暮せるようになった (220)
という，放蕩息子の帰還の物語2 の，残酷なバリエーションである。従って
作者自身が付けた “The Crooked Branch” という表題は物語の内容にふさわ
しいと言えよう。両親と一人息子との関係を，まっすぐな幹にねじれた枝が
生じたイメージを通して作者は表現しようとしていることがよくわかるから
である。
ところでこれまでの “The Crooked Branch” 論ではこの表題（原題，改題
共に）に言及されることが多い。たとえば J. G. Sharps は「この作品には超
自然なものは何もないので，“The Ghost in the Garden Room” というのは
不適切な表題である」(325) が,「この二番目の表題」“The Crooked Branch”
は，
或る家系（a family tree）の恥ずべき一員，つまり年取った両親から金を盗も
うとする熱意に燃え，後悔した放蕩息子としてではなく盗賊として戻って来る，
一家の面汚しに関わる物語である
ことを，適切に「暗示している」と述べている。
逆に Angus Easson は，
直接には超自然なものは何もないが “The Crooked Branch” はいわば死者が帰
ってくる物語である。Benjamin［息子の名前］は両親の元に出てくる（haunt-
ing）が，彼がその死者の復活を遂げる時，実は彼はまだ生きていたのでその
現れは一層恐ろしい。その復活は母親に非常に長く待ち望まれたものだが，出
現の仕方と結果においてとてもこわいものなのである。(xi)
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と言っている。つまり Easson は，Dickens が与えた最初の表題でも物語の
内容との齟齬は無いと言っている。
Enid L. Duthie は，
この物語は最初 “The Ghost in the Garden Room” という表題で，“The Haunted
House” という連続短編集の一つとして…出版された。そして最後の裁判の場
面に臨席した判事の幽霊によって語られることになっている。前にある作品と
のつながりはプロローグを付けるという手段でなされた。しかし，Gaskell は
後に…もっと適切な表題の下に再録しているが，超自然な要素はこの物語の不
・
可欠な部分ではなかったのである。(146 強調は引用者)
・・・・・・・・・・・
と述べ,「超自然な要素」が何ら物語の内容とは関わらないとしつつも尚，
初出の表題にこだわっている。
このように “The Crooked Branch” は初出時の表題に ghost という曰く
ありげな語が含まれているために，この小説と超自然な要素との関わりにつ
いて不必要な議論を生み，誤解を与え，読者を惑わしてきたと言える。極端
な場合は，初出の表題だけによる判断だと思われるが，
“The Old Nurse’s Story”（｢乳母物語｣）や “The Crooked Branch” のような物
語において，Gaskell は不思議な出来事や超自然な存在への関心を追求してい
る。(Flint 30)
と述べられたりする。
これらの表題をめぐる議論は，結果的に，この作品をしばしば過少評価さ
せてきたと言えよう。Arthur Pollard は，“The Crooked Branch” は「見下げ
果てた息子が両親の家から金を奪うために戻って来る」(176) という筋であ
るが，それはすぐ予測のつくものであるし，それ以外にも取り柄が無い作品
である，と言っている。
また表題へのこだわりはこの作品の真のテーマ 筆者には，後述するよ
うに，これは Patsy Stoneman3 の指摘する「正義と法との間の区別」(58)
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が扱われた物語であると思われる をしばしば曖昧にしている要因の一つ
でもある。そこで先ずこの点をもう少し詳しく見ておきたい。
(２)
実際には，この作品が初出時に “The Ghost in the Garden Room” と付け
られていることに関しては，Duthie も触れているような，単純な理由しか
ないのである。The Haunted House の５番目の物語は Wilkie Collins によっ
て寄稿されたものであったが，それは ‘The Ghost in the Cupboard Room’
（｢食器棚のある部屋の幽霊｣）と題して，ろうそく立てに怯える（haunt さ
れる）男の物語として掲載された。しかし Collins はこれを自分の短編集
Miss or Mrs（『ミスかミセスか』）(1873) に再録する時 “Blow Up with the
Brig！”（｢帆船と一緒に吹っ飛んじまえ！｣）と，内容に即した表題に変更
している（Rawland, “Editorial Note”）が，これも Gaskell の場合と全く同
じ事情によるものである。
A. B. Hopkins はこの事情を次のようにまとめている。
［Gaskell によって］1859年に出版されることになる最後の物語は “The Ghost
in the Garden Room” で，これは All the Year Round のクリスマス号のための
“The Haunted House” という連鎖式物語集への寄稿であった。この話は後
にもっと適切に “The Crooked Branch” という表題が付けられた。原題は
Dickens によって与えられたに違いないが，この物語が超自然な存在と関係の
ある続きものの一つであるということがわかった時に初めてこの原題の意味が
理解できる。つまり最初に雑誌に掲載された時には，Mrs. Gaskell の物語は或
る判事の幽霊によって語り手に語られたもので，その語り手がそれを一座の人
たちに繰り返すということになっているのである 明らかにぎこちないから
くりである。(258)
概ねこの通りであるが，しかしこのまとめ方にもまだ多少の誤解を生む余
地がある。たとえばここで Hopkins が「語り手」と言っているのは “The
Ghost in the Garden Room” の語り手のことである。The Haunted House 全
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体の語り手（｢私｣）は別に居て，前者の語り手は,「私の友人の事務弁護
士｣4 のことである。また The Haunted House は結局「超自然な存在と関係
のある続きもの」ではなくて，言葉の真の意味での「超自然な存在」はこの
屋敷のどの部屋にも出現しないというのがこの本全体の結論なのである。更
に Hopkins は「ぎこちないからくり」と言っているが，Rawland の評する
ようにむしろ「全般的に見てこの物語集は一冊の物語集として合格である」
(“Afterword” 168) と言えるのである。
The Haunted House とタイトルの付けられたこの1859年のクリスマス特別
号は，同年の春から All the Year Round と名を改めていた週刊雑誌（それま
では Household Words）の初めてのクリスマス特別号に当る。Dickens がか
なりの意気込みを持ってこれを作ろうとしたことは容易に想像できる。
Dickens は自分を含め数人の寄稿者たちの作品を集成して作る短編集を，単
なる物語の集積としてではなく，魅力的な表題の下に統一されたものとして
示そうとしているのである。これはたとえば，この年以外に Gaskell が寄
稿した他のクリスマス特別号が，それぞれ A Round of Stories by the
Christmas Fire (1852)，Another Round of Stories by the Christmas Fire (1853)，
A House to Let (1858。以上三冊は Household Words 時代のもの)，及び Mrs.
Lirriper’s Lodgings (1863) と名付けられていることと比較してもよくわかる。
これらの表題は Gaskell 自身の短編集 Round the Sofa（『ソファーを囲んで』）
(1859) と同じく，要するに数人の人々が一カ所に集ってお互いに物語りを
語り合うという状況を説明しているだけのものである。それらに比べると
The Haunted House という表題及び
友人仲間が一軒の幽霊屋敷に住み込んで，或る特定の期間の最後の日［十二日
節の晩］に，各自が［それぞれの部屋で出会った幽霊に関する］経験について
お互いに語り合う（Rawland, “Afterword” 163)
という構想は，それぞれの物語の内容をかなり統一し，規制し，またお互い
の物語の間に緊密な内的関連があることを予測させる。
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しかし実際には，先にも述べたように，この The Haunted House は超自
然現象についての物語集ではなく，
この本の全体の構想は，個々人が語る物語が全部，この家は結局幽霊屋敷では
なくて…参加した当人たちがそれぞれの個人的記憶に悩まされているだけだっ
た，という結論に到達するというものであった。(Rawland, “Afterword” 164)
しかしこうした幽霊屋敷という人目を引く表題とその内実との実際上の乖
離は，ともすれば羊頭狗肉に終る危険性がある。そこで Dickens は第１章
に当る “Mortals in the House”（｢幽霊屋敷の人間共｣）で，この本の内容の
方向付けを行っているのである。
Dickens は先ずこの本全体の語り手「私」が何故幽霊屋敷に住むことにな
ったかから説明する｡「私」は今50歳の独身の紳士である。彼は初めは John
と呼ばれ，最後には Joe と呼ばれているし,「彼の名字も明かされることは
なく，彼が正確に誰であるかには若干疑問はある」(Rawland, “Afterword”
168９）とはいうものの，この「私」は Dickens 自身と見做せる｡「私」は
健康上の理由でしばらく田舎で静養することになり，或る友人に勧められた
一軒の家を下見に行く。しかしそこは村から離れた所にぽつんと建ち，陰気
で見るからに幽霊屋敷然としている。村人たちとの会話で実際にここにはふ
くろうを連れてずきんを被った女の幽霊が出るという話を聞いてかえって興
味を持ち，ずい分荒れている家だったが６カ月間借りることにする。
10月中旬に「私」は38歳のやはり独身の妹 Patty と数人の召し使いたち
を連れてここへ越して来る。しかし夜中に突然家のベルが鳴り響いたりする
不思議な出来事が続出する上，召し使いたちはしょっちゅう，見えるはずの
ない物が見えると言っては怯え，仕事に手がつかない。三回も召し使いたち
を変えるが一向に改善しないため，遂に「私」と妹とは召し使い無しでやっ
ていくことにする。その代り或る計画を立てその主旨に賛成しそうな友人た
ちを招待し，やって来た７人の人々と共に11月の最後の週から変った共同生
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活を始める。その計画とは，各人が籖を引いてこの広大な幽霊屋敷の部屋の
一つを各自の寝室と決め，その部屋で自分たちの出会う幽霊の話を「クリス
マス祭の最後の夜である十二日節の晩に」(30) 集って皆に披露するという
趣向である。
そしてこの第１章の終りまでに，Dickens は超自然現象に見えたことすべ
てに対して合理的解釈を与えている。たとえば誰かが絶望した泣き声をあげ
ていたり，幽霊に呼びかけているように聞こえたものは，実は嵐の風に鳴る
風見鶏の回転する音であったり，通風筒の集風器の音であった。また召し使
いたちが怯えた物影や物音は，一つは幽霊が出るという噂話によって常に緊
張を強いられ，猜疑心にかられた召し使いたち自身の精神作用によるもので
あった。またもう一つは村のいたずら者の青年 Ikey が夜中に実際にベルを
鳴らすというような悪さを繰り返し，召し使いたちを恐怖のどん底に落し入
れていたのだった。
このように Dickens は，この本で幽霊屋敷という枠組を使ってはいるが，
実際に十二日節の晩に語られるはずの物語は超自然現象としての幽霊とは無
関係であることを初めにはっきりさせているのである。従って第２章以降終
章の第８章までそれぞれに “The Ghost in … Room” という表題が付けられ
てはいるが，この ghost がどういうものであるかは第１章を読んだ当時の
読者には充分予測がついたのである｡5
“The Crooked Branch” の物語に当る第７章は，この幽霊屋敷に招待され
てやって来た「私」の友人の一人で事務弁護士の Mr. Undery が語るもので
ある。Mr. Undery は自分の寝室として garden room を引き当てていたので
ある。Dickens は第６章の終ったあとに次のような部分を挿入して第７章に
つなげている。
私の友人の事務弁護士は［自分の話す番になった時］シェイクスピアにそ
っくりのはげた額を手でこすった。それは私が彼に法律に関する問題を相談す
る時に見せる彼の態度だった。それから彼は嗅ぎ煙草を大きく一つまみ吸った｡
「私の寝室には」と彼は言った「或る判事の幽霊が出てくる｡」
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「判事の？」と一座の者たちが聞き返した。
「判事のだ。巡回裁判の時に判事席に着いているように鬘をかぶり法服を着
ている。我々みんなが夜それぞれの部屋へ引き上げて，私が暖炉の脇の大きな
白い椅子でくつろいでいると，彼の姿が見え，声が聞こえるのだ。彼が私に話
してくれたことを私は決して忘れないだろう。そして初めてそれを聞いて以来，
私はそれを決して忘れたことはない｡」
「それではあなたは以前にも彼の姿を見，声を聞いたことがあるのですね，
Mr. Undery?」と私の妹が尋ねた。
「たびたびある｡」
「それでは彼はこの屋敷に住み着いているのではないのですね？」
「全然そうじゃない。私が静かにゆっくりしている時，彼は何度も私の所へ
戻って来る。そして彼の物語が私の脳裏を去らないのだ｡」
私たちは皆，それが私たちにも同じように忘れがたいものになるように，そ
の物語を所望した。
「それは彼が裁判官時代に出会ったことだった」と私の友である事務弁護士
は言った｡「そしてこんな風にその判事はそれを話してくれた」…。(108)
この判事とは恐らく，“The Crooked Branch” の最後の場面，York の巡回
裁判の場で，Benjamin の両親の尋問に臨席した Royds 判事が想定されて
いるのだろう。Royds 判事は，強盗に入った息子についてその両親が息子
に不利な証言をさせられることにひどく感動した様子を示しているからであ
る。
但しこの裁判の場で実際に両親から息子に不利な証言を引き出そうとする
のは，捕まった共犯者二人に雇われた法廷弁護士である。その場で父親
Nathan の見せた苦悩の表情が,「その法廷弁護士には彼の死ぬ日まで付きま
とう（haunt する）だろう」(235) と記されている。従って Rowland も言
っているように，この法廷弁護士についての一文が,「『自分の裁判官時代に
出会った』出来事に心を乱された或る判事の幽霊という着想を Dickens に
与えたきっかけ」(“Afterword” 167) になったのかもしれない。
また Dickens は Mr. Undery のはげた額を「シェイクスピアにそっくり」
と表現している。そしてこのシェイクスピアに似た容貌の男の前に，生きて
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いた時の正装をした判事の幽霊が出て来て物語を語るという設定は，Hamlet
の中の Hamlet 王の幽霊出現の場面から Dickens に着想されたものでもあ
っただろう。
それに Gaskell 自身は「全く残念なことですがこの物語そのものは本当
・・
にあったことです。Erle 判事殿と［劇作家の］Tom Taylor 氏が1849年に私
・・・・・・
に話してくれたのです」(Letter 452 強調は原文）と言っている。これら
のことを見ても，或る判事の幽霊が自分の裁判官経験での忘れられない出来
事を語るという Dickens による設定は，“The Crooked Branch” の紹介の仕
方としては状況にうまく符号していると言えよう｡
The Haunted House に関する以上のことは，“The Crooked Branch” につ
いて次の二つの点を明らかにする。一つはこの作品の原題にある ghost は，
この物語がその一部にしろ全体にしろ何か超自然な存在と関わることを暗示
しているどころか，全く逆に，これが裁判の場で現実に起こった事実につい
ての物語であり，その「本当にあったこと」の残酷さが，本来冷静であるべ
・・・・・・・・
き判事に生涯忘れられない程の強い衝撃を与えたということを，この幽霊は
象徴的に示すものだ，ということである。
もう一点は,「Dickens はその力強さと美しさの故にこの物語に大変感動
を覚えると言った」(Rowland, “Afterword” 164）と言われているが，彼が特
にどの点に関して感動したのかを示していることである。彼はやはりこの作
品の裁判の場面に強く印象付けられたのである。Gaskell は作中で hauntと
いう語を上述の場面以外にも使っている。それは Bessy（Benjamin の従妹
で，彼と結婚するはずだった娘）について述べられている部分で，強盗に失
敗したあと逃げた Benjaminが再び戻って来るのではないかという恐怖に
「彼女は一晩中取り憑れ悩まされた（had haunted and held possession)」
(231) と述べられている。もし「haunt という語…が Dickens に幽霊の語
る物語という設定を思い付かせた」(Rowland, “Afterword” 167）というだけ
なら，この場面を彼は利用してもよかっただろう。が，Dickens は最後の裁
判の場で忘れられない経験をした判事の幽霊が語る話にしているのである。
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(３)
ところで Dickens が1859年のクリスマス特別号を The Haunted House に
すると決めたのはいつの時点だったのだろうか。つまり Gaskell が “The
Crooked Branch” を書く前か後かということである。Dickens が実際に自分
の担当部分（第１・６・８章）を書いていたのは恐らく11月20日頃であろう。
この日に彼は G. H. Lewes 宛の手紙で「今クリスマス号のことで一時的狂
気に陥っていて（例年のことだが)，あと10日か２週間はそれから逃れられ
そうもない」(Rowland, “Afterword” 165）と言っているからである。Dickens
はこの少し前10月31日には，William Hawitt に，どこか幽霊屋敷と言われて
いる家を紹介してくれるよう求めており，Hawitt の挙げた Cheshunt にあ
るそういう家に ｢その数週間後」(168）(11月中旬に）数人の友人たちと出
掛けている。そしてそこには幽霊なんか出なかったと言っている。こうした
事実や体験は，第１章の「私」が「或る友人」(15) から勧められた家が幽
霊屋敷であったという記述や，その家は「イングランド北部からロンドンへ
向って行く途中にある」(15)(Cheshunt は Hertfordshire にある）というこ
と，結局「私」の幽霊屋敷にも幽霊なんか出ないということ等に投影されて
いる。ということは早くても10月下旬に決められたということであろう。
しかし Gaskell 自身はいつの時点で Dickens のこの決定を知ったのだろ
うか｡「９月26日に，副編集長の W. H. Wills が寄稿の常連たちにクリスマ
ス号のための物語の提供を求めた」(Rowland, “Afterword” 164）が，その時
の手紙では内容に関しては「筋や形態がどんなものでも全く自由である」と
言っている。そして Gaskell は直後の10月１日には George Smith 宛の手
紙で「私は彼らのクリスマス号のために一作書くことにしています，私が言
うのは All the Year Round のことですが」(Letter 442）と言っている。つ
まり Gaskell 自身はこの年のクリスマス特別号が The Haunted House にな
ることを知らずに “The Crooked Branch” を書こうとしていたということに
なる。実際，The Haunted House に収録されている他の寄稿者たちの作品も，
Dickens 自身のもの以外は，前述の Collins の作品のように，作品自体は幽
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霊とは関係のないものである。従って Dickens はこれらの自由に寄稿され
た作品を，11月中旬以降に The Haunted House という枠組とテーマの下に
うまくまとめ上げたと言えるだろう。
しかし “The Crooked Branch” には，前述の ‘haunt’ という語の使用以外
に，超自然現象に言及した箇所が二カ所ある。一つは Bessy が「玄関扉の
木の掛け金が，まるで誰かが外から試しているかのようにそっとほとんど音
をたてずに持ち上げられるのを見た」(223) 場面で,「彼女の思いは不安の
うちに超自然な存在に及んだ」(224) と表現されている。もう一カ所は逃げ
た Benjamin が暗い庭にまだ隠れているのではないかと Bessy が恐怖心を
抱く場面で,「誰かの白い顔が窓ガラスに押しつけられて，彼女をじっと見
つめている」(231) のではないかとゾッーとする様子が描かれている。そし
てここもまた Dickens に第１章で利用されて,「私」の友人たちが夜中に
「庭に居る何か怪しげなものを『徹底的に調べる』」(34) 様子が記されてい
る。恐らく Gaskell の作品が garden room に出る幽霊の話とされているの
も，Dickens がこの部分の気味悪い雰囲気をできるだけ生かそうとしている
ためだと思われる。
しかしこの時期に Gaskell は超自然現象については一家言を持っていた
はず6 なので，Gaskell がこれらの部分をただ無気味さを強調するためだけ
に書いたとは思えない。恐らく Gaskell がこの作品の後半を書いているい
つかの時点で Dickens の計画が伝えられ，これらの箇所は Gaskell が幽霊
屋敷の雰囲気に合わせるためになしたぎりぎりの妥協であったと思えるので
ある。
Ⅱ．紳士 Benjamin の正体
(１)
作者は周りの人々すべてに不幸をもたらす Benjamin の描写を通して，紳
士になるということが現実には何を意味するかを示そうとしている。
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Benjamin は,「晩婚であった」(195) 父 Nathan と母 Hester の一人息子
である。彼らが結婚した時 Nathan は既に40歳を越え，Hester は37歳にな
っていた。若い時からの恋人同士であった二人がこんなに遅くまで結婚でき
なかったのは，Nathan が，Hester Rose の父親が経営する農場の単なる召
し使いの男であったからである。Rose 家の人たちは，Hester が階級の下
の男と結婚することを決して許そうとしなかった。そのために Nathan と
Hester は20年の間音信不通の状態に追いやられたのである。その間に「運
命の輪が回転し｣，彼らの立場を逆転させた。Nathan は伯父の遺産を得て，
Yorkshire の Highminster の近郊に Nabend 農場を手に入れ，そこで酪農
を営むことができるようになった。一方の Hester は Rose 家が没落し，
父は救貧院で死に，自らも Ripon の町で「どんな仕事もやらされる貧しい
女中」をしていたが，Nathan が探し出し，二人は遅蒔きながら結婚するこ
とになったのであった。
ここで作者は彼らのぐれていく息子が，両親の人生の遅くに出来た一人息
子で，小さい時から甘やかして育てられたという側面を示し，従ってここに
も悲劇の一因があると言っている。彼らは「我々の年をとってから出来た子
供の言うことに反対をするのは難しい。子供を持つのに我々はそんなにも長
く待ったのだから」(201) と言っている。
その上 Benjamin は，たまたま「優雅さと美しさにおいて伯爵の息子であ
っても良い位の」(197) 人目をひく美しい子供に生まれついた。そのために
一層「両親から熱愛されることに幼い時から余りにも慣れた状態に居た」
(197８) のである。両親に対して何をしても許されるという考えを
Benjamin に最初に植え付けたのは，確かに両親のこの溺愛だったかもしれ
ない。
しかし作者はこの点での両親の責任を厳しく問うているのではない。両親
がやむを得ず遅くにしか結婚できなかった事情などを上述のように描いてい
るのは，一つは父親の Nathan が初めに「息子を紳士にしようという野心」
(199) を持ったのは当然であることを示そうとしているのだ。
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Nathan は厳しい労働も厭わない真面目な農夫で,「小さい農場」(195) な
がら Nabend 農場を所有してからはそこで立派にやっていけただけではな
く，20数年の後には銀行に「雨の降る日のために少しは蓄えもでき」(210)，
その金額は200ポンドにまでなっている。後に Benjamin が London の at-
torney の事務所の共同経営者になるためのお金として要求してくるのが300
ポンドであることから考えても，当時200ポンドの金額はちょっとしたお金
で，確かに Hester が「『銀行に入れてあるお金』 としてずっと秘かな誇り
をもって考えていた」(211２) だけの値打ちがあった。
しかしそういう実直で誠実で，農場経営の能力もある Nathan や Hester
でさえ，農場の召し使いや女中の仕事をしている限り，恋人同士が結婚する
という人並みの人間的な幸福さえ持つことができなかったのである。Nathan
が「自分を喜ばせ，Hester をも喜ばせる」(196) 生活ができるようになっ
た時には彼は既に40歳を過ぎていたのである。しかも彼らがそれでも遅蒔き
ながらにせよ結婚できたのは，Nathan が伯父の遺産を手にするという，全
くの幸運のおかげであった。
農場経営自体に関しても，天候や「家畜の間の伝染病」(214)，牛の更新
の必要性など不確定な要因に左右されることが多く，もし何らかの「不幸の
連続」(195) があれば，何もかも失って Hester の父のように「老年を救貧
院で送る」という危険性もあった。Nathan 自身も後に，その年の天候不順
と牛の伝染病のせいで，15ポンドの蓄えを３ポンドにまで減らしている。
かろうじて人並みの生活を手に入れられた Nathan は，従って息子を紳士
にしたいという願望を持ったのである。そして彼は息子を地主の息子たちの
行っている学校へやり，彼が「どこから見ても紳士らしく成長していく」
(198) ことに誇りを持った。そして Benjamin が18歳になって自分の将来に
ついて考えねばならなくなった時，彼には「父のように一生懸命働く正直な
農夫になる」という考えは全くなく，弁護士事務所の年季奉公の見習になる
と言った時も，Nathan は反対しなかった。彼はそれを息子が紳士になるた
めの第一歩としてむしろ喜んだのである。実際には Benjamin はただ真面目
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に働くことを嫌がっただけなのだが，両親はその事実を直視するよりも
Benjamin の述べる口実の方を信じたがったのである。それに Nathan には
自分の経験から，Nabend 農場で農夫の仕事を引きついでくれるより，紳
士になる方がより確実な生き方であるように思えたのである。そして「我々
が年を取った時には，我々は農場を手離さねばならない。そして弁護士
Benjamin の近くにちょっと家を借りねばならない」(201) という将来のビ
ジョンを，確実で安定した生活として心に描いたのである。
このように最初の Nathan の「野心」には充分無理からぬ背景が認められ
たのである。
(２)
Nathan と Hester の前半の描写でもう一つ注意すべき点は，Benjamin が
生まれて数年後に，Hester の兄 Jack Rose が「10人か12人の子供をあとに
残して亡くなった」(197) が，この時 Nathan がそのうちの一人の娘 Bessy
を養女として家に引きとってやったことである。Nathan が若い時 Hester
との結婚に反対した一人が Jack Rose だったことを思えば，これは Nathan
の寛大さをよく示すエピソードである。
しかも彼らは Bessy を全く我が子同然に「大事な子」として育てたので
ある（ちなみに上述の銀行の200ポンドの半分100ポンドは彼女のものとして
蓄えられてきたものだった)。そして Bessy もまた叔父と叔母の愛情によ
く応え,「明るい，愛情深い，活発な少女に育ち，彼女の叔父と叔母の毎日
の慰めになったのであった｣。
このエピソードは “The Moorland Cottage” の Browne 家や Ruth の
Brudshow 家の設定に似ていて，同じ両親の下に育てられた兄と妹とが全く
対照的な性質に育つというパターンの一変種である。“The Crooked Branch”
でも兄に当る Benjamin は反社会的犯罪を犯す社会の脱落者になるのに対し
て，妹に当る Bessy の方はまともで人間的に成長するのである。作者はこ
うした現象を描くことを通して，Benjamin がぐれていくことの主要な原因
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が決して両親の甘やかしのせいではなく，Benjamin 自身に責任があるとい
うことを強調しようとしているのである。当時の男の子と女の子の育て方の
違いを考慮に入れても，同じ家庭環境の下で育った二人の対照性は，紳士に
しようと思った両親の誤ちよりも，Benjamin 自身の凶悪な性格を一層目立
たせる。
(３)
Nathan は，地主の息子が紳士の生活を送るのと違って，農夫の息子が紳
士になるということは「自分たちの人生がそうなって欲しいと望んだものの
幻」(199) に過ぎないとすぐに気付く｡「誰がどこから見ても賢く，紳士ら
しく，…上品に…洗練されて成長する」(198) ということの内実がどういう
ものであるかを Nathan は悟るのである。それは先ず学校時代には,「悪を
学んだだけでなく，人をだますすべを学ぶ」ことであった。次いで「両親の
素朴なやり方と単純な無知への軽蔑を表明すること」であり,「自分のやり
たいあらゆる道楽をするために，両親から金を甘言を弄して取りあげること」
(199）として表われる。
Benjamin は父の農夫としての生き方を徹底して軽蔑し，自ら選んだ
Highminster の老 attorney の事務所に年季奉公の見習い事務員として住み
込み，気の向いた週末には Nabend 農場に金をせびりに帰ってくるという
生活を始める。しかしその時でさえ「彼は充分悪魔の手中に陥っていた」
(200)｡「Will Hawker とか，そういう邪悪な若者たち」(202) とつきあい，
後にその時の生活ぶりを具体的に聞いた Nathan には，息子のひどい悪行の
情報のために，たちまち「目につく程の変化が現れ，それは見る人の胸を打
つ程」(201) であった｡「ひとり息子についてのそのひどい情報」(205) と
は，その性質から言っても将来 Benjamin の妻にと彼らが望んでいる Bessy
には決して聞かせられない類のものであった。それはつまり Highminster
での，Benjamin の乱れた女性関係を暗示するものである。金銭面でも
Benjamin はこの田舎町に多くの借金をこしらえていた。
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そういうわけだから，Highminster での年季奉公が終って，Benjamin が
更に弁護士修行を積むために「一，二年 London へ行かねばならない」
(199) と言い出した時までには，Nathan は「自分の息子 Benjamin を紳士
にするという野心を持ったことを後悔し始めていた｡」Hester も息子を紳士
にするということは｢人生を悲しくさせることだった」(201) と言っている。
それは彼を母親の自分からますます遠ざけていくだけだったからである。
しかし Nathan も充分悟っているように，事態を改善するには「今や余り
にも遅すぎた」(199) のである。Nathan と Hester は結局 Benjamin のす
べての理不尽な要求をかなえてやる。London に行く前に Benjamin は父の
大切な蓄えのギニー貨と「母が卵やバターを売ってこしらえたちょっとした
蓄え」(204) もすべて持ち去った上，Nathan は Highminster で息子がこし
らえた借金もすべて支払ってやったのだった。Nathan は「これは結局私の
したことだ。私は愚かにも息子を紳士にしようとした。だから我々は今やそ
れに支払いをしなければならないのだ」(200) と考え，ここでも息子を紳士
にしようとしたことの勘定書きを自分が支払う気持で対応している。つまり
彼は息子を非難することをせず，あくまで自分を責めている。このように息
子を溺愛している Nathan と Hester を Benjamin が扱うことは簡単である。
Benjamin が「法律の仕事で出世することをあきらめて，父親の元々の職
業［農場経営］に戻ってくれるようにと，天にも祈る気持でいる」(207)
Nathan は，今では「自分は決して紳士になろうとしたことがない」(209)
ことに誇りを持つようになっている。そういう両親には，２年目に
Benjamin が London から帰って来た時，息子が決して「本物の紳士ではな
い」(206) とすぐに見抜ける。それは単に「見かけ倒しの態度とハンサムな
顔付」にすぎないと充分認識できるのである。
しかしそれでも Benjamin が，London で弁護士として成功するために，
或る弁護士事務所の共同経営者の権利を買うための300ポンドが必要だと言
い出した時，Nathan はそれを断ることができない。勿論 Nathan も初めは
それを断る。が，ここでも Benjamin の，それでは自分はアメリカへの「移
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民になる」(209) という脅し文句に腰が砕けてしまうのである。そして実際
に Nathan は300ポンドも蓄えがなくて200ポンドしかなかったので（しかも
その半分は Bessy のものと決めていたのだが)，その200ポンドを全額
Benjamin に与えるのである。その上 Nathan はこの時300ポンドを要求す
る息子に200ポンドしかやれないことで，理不尽にも，息子に一抹の申し訳
なさのようなものを感じさせられている。だからもし Nathan が300ポンド
持っていたら彼は息子に300ポンドを与えたであろう。しかし，作者はここ
では特に，そういう Nathan の人の好さよりも，300ポンドのところを200ポ
ンドに負けておいてやると言うかのような Benjamin の傲岸な態度を強調し
て描いている。
そしてここでも作者は両親が，Benjamin に紳士になってもらいたいとい
う願望から息子の要求に応じたのではないということを，はっきりさせてい
る。彼らは息子を紳士にするための代償として求められるものの大きさだけ
でなく，その性質のいかがわしさをも今では充分認識している。彼らは肉親
の自然な情愛から「Benjamin の言うことをただ深く信用した」(211) だけ
である。作者は人間というものは「我々が熱烈に望むことを我々は長い間信
じるものだ」(213) と言っている。この時の Nathan，Hester，Bessy には，
Benjamin の言うことが本当であって欲しいと考える肉親の愛情があるだけ
である。従って最後にそれをも裏切った Benjamin の罪はそれだけ大きいの
である。
こうした理屈抜きの彼らの献身は，Benjamin に与えるお金が物理的に無
くなるまで続くものである。従ってその１年後に Benjamin が London か
ら有り金全部送るように要求してきた時,「彼の父は彼に与えるべきものは
もう何も無い」(214) と「きっぱりとした拒否の返事」を書いたが，この時
には実際に Nathan の手元には幾らかでも余分なお金は一銭もなかったので
ある。
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(４)
両親からもはや甘い汁が吸えないとわかった Benjamin は行方をくらまし
てしまう。作者はこの時 Nathan, Hester, Bessy の三人がそれぞれ別の反
応を示すと描いている。
Nathan は「自分が要求されたお金を送ってやれなかった」(217) ために
Benjamin は「飢え死にした」という結論を引き出す。そして何故自分がお
金を送れないかを「もっと優しい言葉で説明してやら」なかったのを激しく
後悔する｡「最初の拒絶の手紙」のあとで Nathan は再び手紙を書いて,「初
めに書いた鋭い拒絶の言葉を悲しんでいることを伝えた」けれど，これは名
宛人不在で送り返されて来た。そのために Nathan は，Benjamin が父の優
しい気持も知らず,「お金がなく，荒涼とし，遠く離れた見知らぬ場所で飢
えて死んだ」と考える。そして「息子への敬意から」(219) 喪章を付けて教
会へ行く。しかし Hester が見抜いているように，Nathan は心の奥底では
息子が死んだとは決して思っていず，それから何年も経って，Bessy が別
の男と結婚しそうだと思い込んだ時，それが客観的には息子の死を意味する
ことに気付いて愕然とするのである。つまり Nathan はそれまで自分が息子
の死を真実信じてはいなかったことに自ら驚いたのであった。
一方 Hester は最初から一度も息子の死を信じない｡「彼女は彼女の全意
志，心，魂でそれ［息子の死］を拒否した。彼女はそれを信じることができ
ず，また信じようともしなかった｣。彼は「アメリカへ身代を作るために出
掛けて行った」(220) だけだと考えて，福音書の放蕩息子の話のようにいつ
か「父の家の屋根の下へ」帰ってくると言い続ける。そして Benjamin のベ
ッドに風を当てることを決して忘れなかった。そして Benjamin が行方不明
になるという「一家を襲った一撃以来｣，Nathan たちは Nabend 農場を続
けられなくなって，僅かの牧草地と住んでいる家以外すべてを近くの農夫の
Job Kirkby が買いとってくれた時，もとの家が彼らに残されたことを
Hester はとても喜んだ。それは自分たちのためによかったというのではな
く，ただ Benjamin が戻って来た時に，戻って来る父のもとの家があること
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になったのを有難く思ったのであった。
Bessy は Hester と同じように Benjamin は生きていると思うが，Hester
とは違って，彼にはもう二度と会えないと思っている。
そしてこんなになっても尚，Nathan たちは「自分たちの息子の扱い方に
おいて，自分たちはどんな風にそして何を間違ってやってしまったのだろう
か」(219)と,「自責の念」に嘖まれている｡「そんなにも両親の心配や悲し
みの種」であった Benjamin に対して，彼らは逆にそれを自分たちの罪とし
て自責の念にかられているのである。
しかしこうした両親の思いを，作者は非難しているのではなく，悲劇とし
て充分同情を込めて描いていると言える。それは，彼らには Bessy という
娘が与えられているからである。Bessy が彼らの養女になった末は先に
見たが，それはひとえに Nathan の寛大な心によるものであった。その時作
者は「徳はその報酬に出会った」(197) と書いて，Bessy が将来彼らに不
可欠の存在になることを予告している。そして Benjamin（Benjy）と Bessy
との名前の似かよりも，Benjamin が消えたあと彼の代替者として彼の空白
の位置を占めうる者として，Bessy が作者に位置付けられていることを示
している。
後に Nabend 農場を譲り受けた Kirkby 一家の長男 John が Bessy に
愛情を示しており，二人がいつか結婚するかもしれないと思われた時，上述
のように，Nathan はそれは息子の死をはっきり認めることであるとして本
能的に反発するが，しかし理性ではその可能性をやむを得ないものとして充
分に受け入れている。Hester も口には出さないが（そして息子の死は決し
て信じていないが)，将来現実に自分たちの生活を世話してくれるのは
Bessy と John の二人であることを，半ば諦めの気持で予想している。
だからもし物語がここで終っていたら，悲劇は悲劇でもまだ Nathan と
Hester の人生はそうひどく悲惨なものであったとは言えなかっただろう。
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Ⅲ．裁判のテーマ
(１)
1859年に初出の Gaskell の作品は “The HalfBrothers,” “Lois the Witch”
そしてこの “The Crooked Branch” の三作品である。 “The HalfBrothers”
は短編小説集 Round the Sofa (1859) の中に最後の作品として収められてお
り,7 “Lois the Witch” は週刊雑誌 All the Year Round に1859年10月８日号か
ら22日号まで掲載され，“The Crooked Branch” は前述のようにこの年のク
リスマス特別号に出たのだった。
この三作品は内容的に見てもお互いに共通点が認められる。そしてそれは
Gaskell がこの時期に何に関心を持っていたかを示している。特に三作品の
最後に位置する “The Crooked Branch” は前二作品のテーマをそれぞれ半分
ずつ引き継いでいると言える。
先ず “The HalfBrothers” からは農場経営の問題と財産譲渡の問題が引き
継がれている｡8 “The HalfBrothers” には前者の問題が次のように描かれて
いる｡「語り手」(Mr. Preston）の母の最初の夫（語り手の異父兄 Gregory
の父）は小さな農場を借りていて,「土地や家畜の管理」(335) に苦労し，
無理をして結核で死んでしまう。そして
私の母を20歳の若い未亡人としてあとに残し，…彼女の手には賃貸期間があと
４年ある農場も残したけれど，その家畜の半分は死んでしまうか，より緊急な
借金を払うために一頭また一頭と安値で売り払うことになったし，新たに買い
求めるためのお金は一銭も無かった…。
この貧しい農夫の生活は，“The Crooked Branch” の Nathan の前半生の背
景と同じである。
一方「語り手」の父 William Preston の豊かな農場主についての記述及び
農場経営の描写は，Nathan の後半生の描写に生かされている。しかも
William Preston は「語り手」の母と結婚した時「40歳をとうに越えていた」
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(337) という点や，苦境に陥っていた相手の女性と愛情をもって結婚し，結
婚することでその女性を苦境から救ってやるという設定も，Nathan の場合
と似ている（ちなみに「語り手」の母の「視力が衰え始めた」(336) という
点も，Hester の視力が衰え，遂にほとんど盲目になってしまうという設定
に引き継がれている)｡ また “The Crooked Branch” で後に Bessy が結婚す
るかもしれないと想定されている隣人の農夫についても次のように書かれて
いる｡「John［Kirkby］は40歳を越えており，Bessy はもうすぐ28歳で，若
者とか娘とかいう言葉は彼らの場合に必ずしも当てはまるとは言えなかった」
(222)。この設定も，William Preston の場合に似ている。
そして父親にとってこの遅い結婚の結果生まれた息子が，父親の愛情に占
める独自の立場が，悲劇の遠因になるというのも両作品に共通する設定と言
えよう。“The HalfBrothers” では William Preston が息子（｢語り手」
Preston）に全財産を譲りたくて義理の息子 Gregory を疎んじたことが悲劇
を生んだのであった。従って “The HalfBrothers” は「語り手」の異父兄
Gregory の物語であるが，同時に父 William Preston の物語でもある。ちょ
うど “The Crooked Branch” が Benjamin の物語であると同時に，両親
Nathan と Hester の物語であるのと同じである。
このように Gaskell は，父親が自分の息子に財産を残したいという思い
を強く抱く物語を10カ月程前に書いていることになる。それだけに “The
Crooked Branch” に於て，Nathan が，いわば William Preston にとって
Gregory に当る義理の娘 Bessy を初めから自分たちの娘として認め，彼女
に Benjamin とは別の一人格として財産の半分を残してやろうとする姿勢か
らは，一層 Nathan の寛大さが伝わる。Benjamin は，自分はイギリスから
姿を消して二度と戻って来ないので,「君［Bessy］が僕の父の金を全部も
らうことになるだろう」(229) と言っている。そしてそれは恐らく正しい推
理である。Nathan にとって息子の Benjamin と結婚しない Bessy に自分
の財産を残すことは余り愉快なことではないかもしれない。しかし John
Kirkby が Bessy に親しくすることに Nathan がいら立ちの気持ちを示すの
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は，二人の結婚そのものに対してではない。Bessy が John と結婚するかも
しれないということが，ただちに息子の死を意味することになるからに過ぎ
ない。
(２)
一方 “Lois the Witch” は裁判のテーマに於て “The Crooked Branch” と
繋がる。“Lois the Witch” で Gaskell は魔女をはじめとした超自然現象を信
じることの誤りを，その恐ろしい結果を描くことで示している。が同時に，
魔女とされた人たちには，魔女裁判という一見近代的に見える偽りの裁判形
式を通して有罪宣告がなされたために，これは冤罪を生み出す裁判への批判
の物語でもある。Gaskell は，もし真に公平で近代的な裁判がなされていた
ら，魔女だと宣告するような冤罪事件は起らなかったはずだと言っているの
である。
“The Crooked Branch” では，真実を明らかにするという裁判の大義名分
が，Ⅱ．で見たように既に充分不幸であった Nathan 夫婦に対して遂に死に
至らしめる一撃を与えたと言っている。つまり裁判で真実を求めるために,
証人を残酷に追及したそのやり方を，作者は “The Crooked Branch” では問
題にしているのである。従って次にこの点を見てみたい。
(３)
Benjamin が両親の家へ強盗の手引きとして押し入った事件の描写は，作
者は基本的に Bessy の視点から描いている。こうすることで果して Nathan
と Hester は強盗のうちの一人が息子の Benjamin であったことに気付いた
かどうかという点が，最後の裁判の場面まで明かされず，読者を最後まで一
気に引っぱっていくことになるのである（ちなみにここまでは，第三者の視
点で物語が語られ，Nathan，Hester，Bessy の立場がそれぞれほぼ同等に描
かれている)｡
彼ら三人は夜就寝前に，Nathan が聖書の一節を読むのを聞く習慣になっ
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ていた。この日もそうして三人が居間に座っていた。Bessy は居間に直接
開いている玄関扉の真向いに座っていたが，先程叔父が最後に入って扉に錠
を下したのだったが「その玄関扉の木の掛け金が，まるで誰かが外から試し
ているかのように，そっとほとんど音をたてずに持ち上げられるのを見た」
(223)。彼女は「びくっとし｣，すぐその原因を知りたく思ったが，ちょうど
叔父が聖書を読み上げている最中だったため身動きができず，終って寝に行
く前に確かめざるを得なかった。
階上に寝に行く前に，彼女は［玄関扉と並んで家の正面に付いている］窓の所
へ行き，外の暗がりをのぞいてみたが，すべては深閑としていた。何も見えず，
何も聞こえなかった。
勿論彼女は叔父と叔母を心配させる必要がないので，彼らにはこのことを告
げていない。しかし後で明らかになるように，これは強盗たちが玄関の鍵の
掛り具合いを調べるために下見に来たのである。それが内からしっかり閉め
られていることがわかったので，後に夜中に Benjamin は中に入るのに外か
ら両親に呼びかけねばならなくなったのである。
こうして強盗たちは夜半に Nabend 農場に押し入る。しかしちょうどこ
の日の夜，Kirkby の乳牛が病気で，元 Nabend 農場に属していた裏の家
畜小屋で，John と獣医とが徹夜の泊り込みをしていた。叔父・叔母の寝室
の物音を聞きつけた Bessy が強盗だと直感し，走って庭を横切り，この二
人の男たちに助けを求めたため，結局強盗のうちの二人がその場で捕まった。
しかし Benjamin だけは逃げ去ることができた。この時 Benjamin は勝手知
った我が家でとてもうまく立ち回ったので，Bessy 以外誰にも彼の姿を見
られていなかった。
従って,「Benjamin は既にイギリスから逃亡したと推定されたので」(234)，
彼の事件への関わりは，Bessy だけの秘密で終らせられるかもしれない，
仮に捕まった二人の共犯者たちが Benjamin の関与を明らかにしても，その
証拠は何も無い，と Bessy は考える。この秘密の内容は余りに恐ろしいも
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のであり，他の人々，何よりも Nathan と Hester に「漏らしてはならなか
った」(231)。彼らがその事実を知ったらとても耐えられないだろう。今彼
らは事件後寝付いてしまっていたが,「その状態から回復しないままで，教
会墓地で永遠の休息に就いているのだったらよかったのに」(232) と思える
程恐ろしいものであった。
事件後こうして寝付いてしまった Nathan と Hester を，作者は次のよう
に描いている。Nathan は Bessy が発見した時には頭にひどい一撃を受け
て気を失い，台所の横で倒れていたのだった。Bessy や John の助けで二階
の寝室に運び上げられてから，彼は一語も言葉を発していなかった。
彼は，濡らした布を頭に乗せて，目はしっかりした思考力に欠けているという
のではなく，厳しく，死者の目のように回りで起るすべてのことを意識せずに，
横たわったままだった。(231)
Hester は事件直後卒倒してベッドに横たわったままだったが，それでも
彼女の方は失神から回復すると，隣に横たわった夫に向って,「時々少し語
りかけ 多分，感謝の一語とかそういった言葉を口にした｣。
Bessy は翌日の検死審問での自らの証言を終え，自分以外誰も知らなか
ったと思っている秘密が発覚しておらず,「Benjamin が一味の中に居たと言
わねばならない」(233) 窮地に陥ることもなく（つまり否定すれば虚偽の証
言をすることになる必要性に迫られることもなく)，捕まった二人の犯人の
鑑定にも年取った Nathanと Hester は召喚されず，自分の証言だけで間に
合うとわかってとても喜んだ。が一方，Nathan と Hester の様子は Bessy
を徐々に不安にさせる｡「彼女は叔父が（そしてことによると叔母も）
Benjamin に気付いていたとほとんど確信した」(231)。叔母についても
「Bessy は日毎に，最初自分が考えていた以上のことを叔母は知っている
と考えるだけの根拠を持った」(234)。
Nathan と Hester の反応を通して，Gaskell はこの事件への両親の複雑
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な心境を描いている。先ず Nathan は「完全に打ちのめされた状態」(230)
であるが，それは医者を初めとする周りの人々が考えているような，頭への
一撃のせいではない。Benjamin の最後の金の無心への自分の拒絶が
Benjamin を絶望から餓死させたかもしれないと，これまで耐えず自分を責
めてきた Nathan にとっては，Benjamin のひどい裏切りは「恐ろしいショ
ック」(232) を与えるものであった。しかも Benjamin が母親の Hester を
このような目に遭わせたことへの Nathan の許せない気持が，彼をこのよう
に一切口をきかないという頑な態度をとらせている。しかしそれでも「彼は，
Benjamin が疑われたか捕まったかすればその情報が手に入るような誰かの
所又はそういう場から，Bessy が戻って来る時はいつも」(2334)，素早い
注視の一瞥を Bessy に投げたが，それは彼が Benjamin への怒りの気持の
裏に，このまま捕まらずに逃げ切って欲しいという「彼の心配」(234）の気
持があることを示している。彼は「厳しく深い悲しみ」の中に居るのである。
一方の Hester については,「心の中ではどんなに血を流している」(233)
としても，夫に対して「彼をなぐさめようと苦心する」優しい様子からは，
とにかくも Benjamin が生きていたという証しを彼らが得られたことへの感
謝の思いが読み取れる。決して死んだと認めようとはしなかった息子の生存
が，残酷なやり方を通してではあったにせよ，彼ら二人には確認できたので
あった。その限りに於てはこの事件は彼らには朗報に等しいものだ。彼女は
必ず帰って来ると信じていた「私たちの息子の Benjamin」(236) が，家の
中に入れてくれるよう求める声を「確かに聞いた」(237) のだった｡「お父
さん，お母さん，私はここに居る，寒さに凍えそうになって 起きて私を
中へ入れてくれませんか」(236) と言ったのである。Hester が盲目の目を
夫に向ける時の感謝の表情は，Benjamin が生きていたことへの感謝の思い
の表示だったと言える。
従ってこの時点までならまだ彼らの悲劇の中には一抹の救いも感じられる。
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(４)
しかし Bessy たちの予想に反して，事件から二週間後に York で行われ
た巡回裁判に，Nathan と Hester は召喚されることになる。それは二人の
強盗が,「仲間がもう一人居たこと，そしてそれが誰であるかを述べた」
(234) ために，彼らの弁護士が二人の刑を減ずるためには「両親の証言をと
ることが必要である」と考えたからである。被告側は Bessy もその事実を
知っていることを知らなかったのである。
Nathan は法廷で大変な苦痛を伴って次のことを認めさせられる。自分た
ちの寝室の窓に向って石が投げられ,「我々の Benjamin のによく似た声」
(236) 「私は，話しかけたのが我々の Benjamin だったと言うのではあ
りませんよ，いいですか，私はただ似ていたと言うだけです」 が，彼ら
に「中へ入れてくれるようにと頼んだ」(237) ことを。この証言及びこれに
続く一連の証言は，自分たちの息子が両親の家へ強盗に入ったことを公言さ
せられることであった。それを無理やり引き出させられた時の Nathan の
「追い詰められた者の表情」(235) について，作者は「その表情を，弁護士
は決して忘れない。それは彼の死ぬ日まで彼について回るだろう」と表現し
ている。つまりここまででも両親にとって充分残酷なことであったと作者は
言っている。
しかし Nathan と，次いで Hester が，この弁護士の誘導によって判事や
陪審たちの前で，自分たちが Benjamin の声を聞いたと証言させられた時に
は，それはまだ息子の生存を改めて確認できる瞬間でもあった。
「えゝ，確かに私たちの Benjamin が家へ帰って来たのです。今はどこへ行
ってしまったにせよ｡」
彼女はまるで子供の声をしんとした法廷の静粛の中に聞こうとするかのよう
に，頭をめぐらせた。(237)
それに二人の共犯者に実際の罪状に応じた処罰を与えるためには，これは
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必要な手続きであったと言えるかもしれない。もっともそれは Bessy にも
証言できたことだが，前述のように,「誰一人 Bessy もまた彼が現場に居
たことを証言することができたということを知らなかった」(234) のである。
しかし次いで弁護士は，二人の強盗が二階の寝室に押し入って，Hester
から金を要求した時，それが二人の主体的行動ではなく，主謀者は第三の男
であったことを立証しようとする。そして Hester が助けを求めて Bessy
を呼ぼうとした時，Benjamin が下から叫んだ言葉を弁護士は Hester の口
から繰り返させようとする。
「陪審の皆さん方，私はあなた方がこの事実に特別の注意を払ってくれるよ
うに望みます。彼女の態度は，彼女が誰かが叫ぶのを聞いたことを認めていま
す。…［Hester に向って］さあ，彼は何と言ったのですか？ それは私があ
なたを煩わせる最後の質問です。階下に残っていたその第三の人物は何と言い
ましたか？」(238)
Hester は証人席で失神してしまう。Nathan は「証人席へ割って入り｣，
次のように叫ぶ。
「判事閣下，女性があなたを生んだのでしょう？ 母親をそんな風に扱うこ
とは残酷で不名誉なことだ。私たちに扉を開けるように呼びかけたのも，また
彼女ができることなら大声で姪に助けを求めようとした時に，もしそのばあさ
んが静かにしないなら彼女の喉を締めろと叫んだのも，私の息子，私のひとり
っ子だった。さあ，あなた方は真実を手に入れた，すべての真実を。そしてあ
なた方がそこへ到達したやり方については，私はあなた方を神の最後の審判に
委ねよう｡｣
実際に残酷な質問をしたのは弁護士だが，彼は「正しくて法に適ったこと
はなされねばならない」(235) と認めた判事の許可の下にそれらの質問をし
たのだから，ここでは法廷の責任者としての判事以下すべての人たちが非難
されているのである。
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息子が強盗の手引きをしたと認めさせることと比べると,「すべての真実」
(238) を明らかにするという名目で Hester に Benjamin が叫んだ言葉を繰
り返させようとすることの中には，質的に異なる残酷さがある。前者ではま
だ，息子の生存を皆の前で再確認できるという一抹の代償が与えられた。し
かし後者は，Benjamin が何のために両親の家へ戻ってきたかを母親の口か
ら言わせることによって，福音書の放蕩息子の帰還の光彩を完全に打ち消し
て，ただ Benjamin の残虐な性格を白日の下にさらすことでしかない。
このようにして得られた真実は，人間性に反していると作者は言っている
のである。二人の共犯者の罪を軽くしてやるためなら，この裁判の前半の，
この事件には第三者が居たことを認めた部分だけで充分である。それにその
部分なら Bessy によっても証言できたのであった。その点を調べ上げなか
ったのはむしろ検察側の怠慢である。そうした他者でもできる証言に両親を
引き出しただけでも「彼らは充分に残酷であった」(235) と言える。
ましてや弁護士が既に知っている内容の証言を当の母親の口から繰り返さ
せようとするのは，不必要なことであるばかりか大向う受けを狙った言語道
断のやり方である。もっとも，もし Benjamin が捕って裁判にかけられるこ
とがあれば，彼の口にした言葉は彼自身の量刑に大いに関わってくるだろう。
しかし作者はそれは決してあり得ないと言っている。それに二人の共犯者自
身が相当に凶悪であった様子を作者は充分に描いていた。誰が主謀者であっ
たにせよ，Benjamin の残酷さが，彼ら二人の罪を軽くする言い訳にはなら
ないことは明らかである。
Hester は「夜になる前に麻痺に襲われ，死の床に横たわった」(238)。息
子が強盗になって戻って来たことに対しては，彼の生存の証と考えてまだし
も「ショックから回復できた」(232) Hester も，法廷での残酷な扱いには
耐えられず,「悲嘆の余り死んだ」(238) のだった。
Gaskell は初期の長編小説 Mary Barton (1848) でも，Jem Wilson の母親
が刑事にだまされて「息子が殺人犯だと証明する重大な証拠を与えてしまっ
た」(19章）ことに関して,「それはまるで子やぎの肉を母やぎの乳で煮るよ
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うなもので，聖書も禁じている」と批判している。このように作者は，たと
え裁判で真実を明らかにするという名目があってもそれはあくまで人間的な
やり方でなされるべきだと，初期作品から一貫して主張していると言えよう。
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※引用に当って，abbreviation, punctuation その他表記の仕方は，原則として
それぞれの原著に従った。
[注]
1. Angus Easson, “Introduction,” Cousin Phillis and Other Tales, The World’s Classics
Ser. (Oxford U P. ,1987), p. xi. 以下 “The Crooked Branch” からの引用は，こ
の版による。尚，同一箇所からの引用は原則として初出の部分でページ数を示
した。
2. 『ルカによる福音書』15：11―32。尚，“The Crooked Branch” にはもう一箇所,
『ルカによる福音書』19：40からの引用が使われている（235)。
3. 但し Stoneman の論のすべてに賛成するのではない。
4. Charles Dickens and Others, The Haunted House. Ed. Peter Rowland. (London :
Nekta Publications, 1998) p. 33. 以下 , “The Crooked Branch” 以外のThe
Haunted House からの引用のページ数はこの版に拠る。All the Year Round, Vol.
2 所収のものは，Gaskell 作品が短縮されているが，この版では「Right at Last
and Other Tales (1860) に再録されているもの」(Rowland, “Editorial Note”）
が使われているし，単行本のためページ引照に便利だからである。
5. たとえば Dickens 自身が執筆している６番目のもの “The Ghost in Master B’s
Room”（｢Ｂ若旦那の部屋の幽霊｣）は，この本全体の語り手「私」が語るもの
であるが，そこでは「私」は Master Ｂという，以前この部屋に住んでいた人
物の幽霊に出会うことになる。しかしこの Master Ｂの幽霊と思われているも
のは，実は「私の少年時代の幽霊」(107) であり，結局ここで「私」は「私」
自身の個人的体験を語っているということが明かされる。つまり「Master Ｂ
は Master Boz［Dickens］の幽霊だと意図されている」(Rowland, “Afterword”
164）のである。
そして The Haunted House の最後（第８章 “The Ghost in the Corner Room”
（｢角の部屋の幽霊｣)）は，クリスマスの読み物らしく，二組の幸せなカップ
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ルが生まれることで終っている。つまり招待されてやって来た友人たちの一人
で，corner room に泊っていた Jack Governor と「私」の妹 Patty とはいわ
ば昔の恋人同士であったが，今回この幽霊屋敷で暮すうちにお互いの姿が
相手につきまとい（haunt して)，めでたく結婚することになった。また二人
の結婚式で両者の付添人をした Alfred Starling と Belinda Bates も（この二
人はそれぞれ第３番目と第４番目の物語をしたのだが，話すことで自分たちの
過去を浄化して）結婚することになっている。
このようにこの本の幽霊とは比喩的な意味での幽霊たちなのである。
6. Gaskell の超自然現象についての考え方に関しては拙論「Elizabeth Gaskell の
“Lois the Witch” ピューリタン社会が生んだ冤罪事件」桃山学院大学総合
研究所『英米評論』第12号を参照して欲しい。
7. 但し “The HalfBrothers” については，Round the Sofa の中に初めて出版され
たのは確かに1859年としても，実際にこの作品が執筆されたのは1858年のうち
だっただろうと考えられる。何故なら1858年７月25日付の手紙で Gaskell は
｢私は Household Words に出した私の複数の物語を，Round the Sofa という表
題の下に再出版しようとしています」(Letter 401）と書いており，1859年の
２月（何日かは不明）の手紙では「あなたは私の本が広告されるのを見ること
になるでしょう。しかしそれに騙されないで。それはただ既にＨ [ousehold]
Ｗ [ords] に出した物語の再出版にすぎないのですから」(Letter 414）と言っ
ているからである。これで見ると Round the Sofa は1858年のうちに準備され
ていた可能性が高い。仮に “The HalfBrothers” は「この本を望ましい長さに
するために［最後に］付け加えられたのかもしれない」(Hopkins 254）とし
ても（つまり出版直前に書かれたとしても)，この話を語る語り手のMr.
Prestonは，Mrs. Dawson のソファーを囲む常連の一人として「Westmoreland
の地主」(439) として Round the Sofa の Introduction に登場しているので，
この短編は Round the Sofa が初めて構想された時点つまり1858年のうちに書
かれたのではないかと思えるのである。といっても1858年に Dublin University
Magazine に掲載されたというのは間違いである。
いずれにせよ，1859年に活字になって出版された新しい収穫は前記三作品と
言っても大きく真実からはずれていないと言えよう。
8. ちなみに，“The HalfBrothers” と “The Crooked Branch” との内容の類似性
は，創作時期が必ずしも明確でない “The HalfBrothers” が，Round the Sofa
の時に初出のものであることの傍証になる。
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NAKAMURA, Shoko
A Study of Elizabeth Gaskell’s “The Crooked
Branch” as the Subject of a Criminal Trial
Elizabeth Gaskell wrote “The Crooked Branch” in 1859, which Charles
Dickens, the editor of a periodical, All the Year Round, printed in the extra
Christmas Number, called The Haunted House a collection of some contrib-
utors’ works. At that time the Gaskell’s work was entitled “The Ghost in the
Garden Room.” Later the author chose the title, “The Crooked Branch,” and
used it when she published a collection of short stories under the title Right at
Last and Other Tales (1860). The use of the word “ghost” in the first title has
misled many critics as they have considered it to have relation to the theme of
the work. The objective of this paper is to clear up any misconceptions and to
show that the real theme is law.
Dickens contrived to give the 1859 Extra Christmas Number a fascinating
title and adopted the one, The Haunted House. In the book a narrator, the author
himself, rents a haunted house. He invites some friends to the house, and they
stay for about a month and gather in front of the fireplace on the twelfth night to
tell individual experiences of ghosts of their own bedrooms. However, as they
tell their stories, it comes to be clear that the ghosts of the rooms are not super-
natural beings after all, but, instead, haunting childhood or youth memories, or
something such as a candlestick the sight of which frightens a man. Gaskell’s
story, “The Crooked Branch,” is told by a solicitor who is staying in the garden
room at the house and heard it from the ghost of a judge. The ghost symbolises
the intensity of the solicitor’s impressions from the story.
As has been clarified above, the story “The Crooked Branch” itself bears no
relationship to the supernatural. It is a true story, which the author heard from
a judge. The characters in the story are a couple of honest farmers, Nathan and
Hester, and their only son Benjamin. This son has been a scoundrel from youth.
After he has been missing for a long time, he and two other rogues commit
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burglary into his parents’ house.
The author explains how Benjamin became such a disgusting person. His
parents married later in life than usual ; Nathan was 40, and Hester was 37.
Though they had been lovers from youth, Hester’s father objected to their mar-
riage, saying that Nathan was a servant to her family. After that, Nathan inher-
ited a small fortune from his uncle, bought a farm, and married Hester. However,
20 years had elapsed before their marriage.
Therefore, Benjamin was born to middleaged indulgent parents, and he
was unappreciative of all they did for him. The author, however, is not critical of
the parents for spoiling the child. It is his own fault that his nature deteriorates.
When Benjamin objects to farm work and expresses a desire to become an
attorney, his parents agree to his hope. Although Benjamin’s real reason is that
he is indolent, his parents think that becoming a lawyer will make their son a
gentleman. The author presents a compelling reason for the parents to support
Benjamin’s ambition to become an attorney and gentleman, for, had Nathan been
a gentleman, he could have married at a younger age.
Benjamin goes first to a neighbouring town and then to London, pretending
to be a lawyer’s apprentice. He swindles his parents out of their money when he
returns home. He disappears when he realises that he can no longer extort
money from his parents.
It is said that the author shows sympathy toward the parents, because the
parents are comforted after they have adopted a daughter, Bessy. Bessy is
Hester’s niece, who has been fostered like a true daughter from her childhood.
She lives up to the expectations of her foster parents and consoles them, in stark
contrast to Benjamin, who has disappeared.
If the story ended here, it would not be such a pitiful tragedy. However,
eight years after his disappearance, Benjamin returns as a burglar. He and two
others try to rob his parents’ house and steal their money. He knocks his father
unconscious, and his mother faints. However, a sturdy farmer and a brave veteri-
nary, who happen to keep an all-night vigil over a sick cow that night in the back-
yard, grapple with two of the burglars and capture them as Benjamin, seen only
by Bessy, fled.
Before the hearing of the assize, however, a barrister who takes the two ac-
complices in charge discovers that a third person, the son of the victims, is the
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principal offender. The barrister tries to make Nathan and Hester testify against
their son. In anguish, Nathan reluctantly admits having heard the voice of his son
calling to unlatch the door. The implication is that the father has to disclose in
public that they have a worthless son who has planned to plunder his parents.
Hester is then asked to testify that she heard her son call to his accomplices to
smother the old woman if she made a noise crying for help. Such a declaration
could never be expected from a mother. She falls senseless at the witness stand
and dies of a stroke that night.
Therefore, the author raises the question of truth in the court. The author
wants to demonstrate that nobody should receive the cruel treatment of having
to testify against his or her own son, even if it is in the pursuit of truth. Nathan
and Hester could bear as far as they had to acknowledge that their son was one
of the thieves, because the fact means that their son, whom they had given up for
dead, was alive. Of course, even to get this truth, it was not necessary for the old
parents to be summoned to appear in court. Because Bessy could have testified
instead of her foster parents since she was a witness to the crime. It is as a re-
sult of negligence on the part of the police that Bessy was not called to the stand
to admit the fact. Furthermore, it was not at all necessary to force the parents
to tell the people in court concretely how their son was brutal.
In conclusion, the theme of “The Crooked Branch” is the value of humane
treatment in the pursuit of truth in a trial.
